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惑星落下問題は惑星形成論における未解決問題の一つである。我々はまだ不定性の大きい三次元円盤との重力
相互作用について調べている。前回の年会における我々の発表では、円盤鉛直方向に密度で重みを付けて平均し
た惑星の重力ポテンシャルを用いることで、三次元効果を取り入れた非等温円盤の二次元線形計算を行った。それ
により得られたトルクは三次元非等温円盤の数値流体計算の結果をよく再現した。従来はソフトニングパラメー
タで三次元効果を模擬した二次元計算が行われてきたが、本研究の方が正確に三次元効果を再現できている。し
かし中程度の粘性がある円盤で重要になる horse shoe torqueについては非線形効果であるため、我々の線形計算
では求めることができていなかった。
本研究では、前回の線形解析と同様に鉛直方向に平均された重力ポテンシャルを用いることで三次元効果を取

り入れた、二次元数値流体計算を行い、特に horse shoe torqueについて調べる。従来の三次元流体計算は二つ
あるが、horse shoe torqueについては異なる結果を出しており、どちらが正しいかは明らかになっていない。本
研究は三次元計算を模擬した二次元計算を行うことで、高空間分解能で精度の高い計算を実現し、三次元 horse

shoe torqueの問題に決着をつけることが目標である。


